　　　高萩市わくわくハッピー入園・入学祝い金支給要項
　（趣旨）

第１条　この要項は、多子世帯の経済的負担を軽減し、併せて合計特殊出生率の増加を図ることで急速な少子化に歯止めをかけるため、第３子以降の子どもが保育所等又は小中学校に入園・入学した保護者に対し、予算の範囲内で高萩市わくわくハッピー入園・入学祝い金（以下「祝い金」という。）を支給することについて、高萩市補助金等交付に関する規則（平成１９年高萩市規則第１９号）に定めるもののほか、必要な事項を定めるものとする。
　（定義）
第２条　この要項において「対象児」とは、次の各号のいずれかに該当する子どもをいう。
(1)　次のいずれかの施設に新たに入園した子ども
ア　保育所・保育園（児童福祉法（以下「法」という。）第３９条第１項に規定する施設をいう。以下同じ。）
イ　認定こども園（就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律（平成１８年法律第７７号）第３条第１項又は第３項の認定を受けた施設、同条第９項の規定による公示がされた施設及び同法第１７条の規定による認可を受けた施設をいう。以下同じ。）
ウ　認可外保育施設（法第３９条に規定する業務を目的とする施設であって法第３５条第４項の認可を受けていないものをいう。以下同じ。）
(2)　学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第１条に規定する幼稚園に４月１日に新たに入園した子ども
(3)　学校教育法第１条に規定する小学校、中学校又は特別支援学校（小学部・中学部）に４月１日に新たに入学した子ども
（支給対象者）
第３条　祝い金の支給対象者は、次の全ての要件を満たす保護者とする。ただし、生活保護法（昭和２５年法律第１４４号）に基づく保護を受けている世帯は、支給の対象としない。
(1)　申請年度の４月１日において本市の住民基本台帳（住民基本台帳法（昭和４２年法律第８１号）第５条に規定する住民基本台帳をいう。）に記録されている者であること。
(2)　対象児の他に２人以上の子どもを養育している又は養育していたこと。ただし、第２子が多胎児の場合は、この限りでない。
(3)　市税等の滞納がないこと。
（支給額等）
第４条　祝い金の支給額は、対象児１人につき３万円とする。ただし、第２条第１号又は第２号の規定に基づく保育所・保育園、認定こども園、認可外保育施設又は幼稚園に転園し、又は再入園した場合は、祝い金は支給しない。
（支給の申請）
第５条　祝い金の支給を受けようとする保護者（以下「申請者」という。）は、入園し、又は入学した日から４月以内に、高萩市わくわくハッピー入園・入学祝い金支給申請書（様式第１号。以下「支給申請書」という。）を市長に提出するものとする。ただし、やむを得ない事情があるときは、この限りでない。
２　支給申請書には、次の書類を添付しなければならない。ただし、公簿等により確認できる場合は、添付を省略できるものとする。
(1)　申請者及び対象児の属する世帯の戸籍謄本
(2)　申請者及び配偶者（ひとり親世帯（母子及び父子並びに寡婦福祉法（昭和３９年法律第１２９号）に規定する配偶者のない者で現に児童を扶養しているものの世帯をいう。）にあっては、申請者）の市町村民税等に係る納税証明書等
(3)　子どものための教育・保育給付支給認定証（第２条第１号又は第２号に規定する対象児である場合に限る。）

(4)　その他市長が必要と認める書類

　（支給の決定）
第６条　市長は、支給申請書の提出を受けたときは、これを審査し、交付の可否を決定し、高萩市わくわくハッピー入園・入学祝い金支給決定（却下）通知書（様式第２号）により当該申請者に通知するものとする。
　（祝い金の支給）
第７条　市長は、前条の規定により祝い金の支給決定を受けた者に対し、速やかに祝い金を支給するものとする。
　（祝い金の返還）
第８条　市長は、偽りその他不正の手段により祝い金の支給を受けた者があるときは、既に支給した祝い金の全部又は一部を返還させることができる。
　（その他）
第９条　この要項に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。
　　　附　則
この告示は、公布の日から施行する。
